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　65歳未満の方が発症する若年性認知症は、進行してからよう
やく認知症だと分かることが多いため、診断が遅れてしまう傾
向にあります。認知症は、早期発見・早期治療をすれば、進行
を遅らせることができるものです。
　ぜひ、この機会にもの忘れ検診を受けてみましょう。

▶期　　間　平成31年2月28日㈭まで
▶対　　象　 本市に住民登録がある方のうち、平成31年3月

31日現在の年齢が50・55・60・65・70歳の方(認
知症治療中の方を除く)

▶ 内　　容　問診、浦上式検査(医師の質問に答える検査法)
▶自己負担金　なし
▶受診方法　 高齢者福祉課に直接または電話で申し込み、「行田

市もの忘れ検診受診票」の交付を受けた後、市が指
定する医療機関に予約し、受診してください。

【もの忘れ検診実施医療機関】

 もの忘れ検診を実施します

▶日　　時　6月28日㈭午後1時30分～ 3時
▶場　　所　 総合福祉会館「やすらぎの里」福祉団

体支援室
▶内　　容　 認知症についての基本的な知識、認

知症の方への適切な対応方法、相談
機関などを学ぶ。

▶定　　員　20人（先着順）
▶受 講 料　無料
▶持 ち 物　筆記用具
▶そ の 他　 受講終了後にはサポーターの証とし

て、「オレンジリング」と「埼玉県認
知症サポーター証」をお渡しします。

▶申し込み　 6月1日㈮から直接または電話で
地域包括支援センター緑風苑（須加
1529）☎557―3611（月～金曜日）

▶問い合わせ　 高齢者福祉課地域包括ケア担当（内線
278）

認知症サポーター養成講座を
受講してみませんか

▶ 申し込み・問い合わせ　同課地域包括ケア担当(内線278)

医療機関名 所在地 電話番号

医)千寿会 赤井胃腸科 門井町2―10―32 553―2233

荒木医院 真名板2065 559―3102

医)基信会 池畑クリニック 宮本16―1 556―2295

医)行仁会 加藤内科医院 旭町3―2 556―3253

医)川島会 川島胃腸科 佐間1―18―39 553―0001

医療生協さいたま 行田協立診療所 本丸18―3 556―4581

医)壮幸会 行田総合病院 持田376 552―1111

医)社団清幸会 行田中央総合病院 富士見町2―17―17 予約センター
553―3360

医)社団 栗原医院 本丸11―35 556―2272

医)社団俊英会 根本医院 行田10―22 555―1261

野口産婦人科 天満7―20 556―4292

医)結び会 松原医院 長野1―31―10 553―6700

医）悠希会 南川げんきクリニック 小見1400―1 554―8835

やまかわ内科クリニック 壱里山町18―6
マルオカビル2F 564―1488

医）社団グリーンハート吉田記念山本
クリニック 埼玉4719 558―3507

　体への負担が少ない水中でウオーキングや簡単な体操などを
実施します。気軽にご参加ください。

▶日　　時　7月4日～ 8月1日の毎週水曜日（全5回）
　　　　　　午後3時20分開始※午後3時から受け付け
▶場　　所　行田市民プール
▶対　　象　 おおむね65歳以上で、医師から運動の制限を受け

ていない方
▶定　　員　20人（先着順）
▶参 加 費　無料（ロッカー利用料1回50円）
▶申し込み・ 問い合わせ　6月27日㈬までに直接高齢者福祉課

地域包括ケア担当（内線278）

 アクアフィットネス教室

　4月29日・30日にグランドプリンスホテル新
高輪・国際館パミールで開催された日本在宅医学
会第20回記念大会において、市医師会をはじめ
薬剤師会、リハビリ連絡会、通所介護連絡会など
から多数の事例発表があり、行田市内の在宅医療
や介護事業、認知症施策が全国に紹介されました。
　今後も、市民の皆さんが住み慣れた地域で人生
の最期まで過ごせるよう医療・福祉関係職と力を
合わせていきます。

▶問い合わせ　高齢者福祉課地域包括ケア担当（内
線338）

日本在宅医学会
第20回記念大会で
本市の取り組みを発表

　第2期行田市国民健康保険保健事業計画（データ
ヘルス計画）は、「国民健康保険に基づく保健事業
の実施等に関する指針」に基づき、被保険者の健
康・医療データを活用しPDCAサイクルに沿って
効果的な保健事業を実施するための計画です。第
3期特定健康診査等実施計画は、「高齢者医療の確
保に関する法律」に基づき、生活習慣病の予防と
早期発見のための特定健康診査および特定保健指
導の実施方法や実施率に関わる目標値などについ
て定める計画です。
　このたび両計画の計画期間が満了となり、新た
に一体的な計画を策定しました。なお、計画期間
は6年間です。

▶閲覧場所　 市政情報コーナー、保険年金課、市
ホームページ

▶問い合わせ　同課国保担当（内線271）

国民健康保険に関する
2つの計画を策定しました

　市では、高齢者の総合相談やケアマネジメントを行う地域包
括支援センター (4カ所)の適切な事業運営を図るため、運営協
議会を設置し、事業計画や事業報告の検証、評価を行っています。
つきましては、皆さんの意見を反映するため、運営協議会の委
員を募集します。

▶応募資格　 本市に住所を有し、平日昼間の会議に出席できる
方。ただし、次に該当する方は応募できません。

　　　　　　⑴ 応募日現在、すでに本市の附属機関などの委員
になっている方

　　　　　　⑵市職員および市議会議員　
▶募集人数　
　・ 【65歳以上の方】（平成30年6月1日現在、行田市介護保

険の第1号被保険者）…1人
　・ 【40歳以上64歳以下の方】（平成30年6月1日現在、行

田市介護保険の第2号被保険者）…1人
▶任　　期　2年間
▶応募方法　 住所、氏名、年齢、電話番号を明記した書類（様式

自由)を6月29日㈮（必着）までに持参または郵送
により提出してください。

　　　　　　 【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行
田市高齢者福祉課　

▶選考方法　抽選により決定し、結果は応募者全員に通知します。
▶問い合わせ　同課地域包括ケア担当(内線338)

行田市地域包括支援センター
運営協議会の委員を募集します

特定健康診査（特定健診）を受けましょう

▶受診期間　6月1日㈮～平成31年2月28日㈭
▶場　　所　 市内指定医療機関（詳細は受診券に同封

のパンフレットを参照のこと）
▶対　　象　 平成30年4月1日までに行田市国民健

康保険加入の方で、今年度（平成31年3
月31日現在）、40歳～ 74歳の方

▶そ の 他　
　・ 年度途中で社会保険に加入された方や市外に転

出された方は、本市の特定健診は受診できませ
ん。

　・ 特定健診と市の助成を受ける人間ドック（併診
ドック）の両方を受診することはできません。

▶費　　用
　【70歳以上の方】無料
　【70歳未満の方】500円（受診時に医療機関で支払い）
　※ 市・県民税非課税世帯の方は、受診前に保険年

金課で被保険者証と受診券を持参し申請するこ
とで費用を免除。

健康検査を受診した方へうれしいお知らせ　
・ 行田市国民健康保険加入中の方で、職場健診を受
診し、受診結果を提供した方に、粗品を差し上げ
ます（ただし、市の特定健康診査と同じ検査項目を
含むものに限ります。期間内に受診した職場健診
の結果、国民健康保険証、特定健康診査受診券を
同課へお持ちください）。
・ 特定健康診査を10月までにお受けいただき、かつ
初めて受診される方、もしくは３年連続で受診さ
れている方は抽選で商品券が当たるチャンスがあ
ります。
▶ 申し込み　対象者には5月下旬に受診券を送付し
ています。希望する実施医療機関に直接予約をし、
受診券を持参の上、受診してください。なお、受
診券が届かない場合や4月2日以降に行田市国民健
康保険に加入し、今年度特定健診の受診を希望す
る方は同課までご連絡ください。
▶問い合わせ　同課国保担当（内線271・272）

　特定健康診査は、生活習慣病のリスクを早期に発見するための健診です。生活習慣病は、気づかないうちに
進行し、重症化するとあなたの生活の質を著しく低下させます。
　年に１回は健診を受けて健康チェックを行い、自身の健康を守りましょう。

行田市薬剤師会の発表の様子


